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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第２四半期
連結累計期間

第19期
第２四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 1,671,308 1,645,243 3,405,065

経常利益又は経常損失（△） （千円） 35,803 △28,307 94,925

四半期（当期）純利益又は四半期純

損失（△）
（千円） 22,813 △39,661 65,109

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 26,114 △35,585 69,184

純資産額 （千円） 523,373 532,025 538,476

総資産額 （千円） 1,087,476 1,218,494 1,229,588

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） 2.73 △4.71 7.80

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 2.63 － 7.52

自己資本比率 （％） 46.9 43.6 42.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △1,282 35,803 59,857

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △4,382 △14,538 487

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △12,718 △18,696 52,777

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 514,498 648,572 646,003

 

回次
第18期

第２四半期
連結会計期間

第19期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.51 2.50

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３. 第19期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失金額であるため記載しておりません。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１） 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種政策の効果が発現するなかで、緩やかな回復基調が

続いております。しかしながら消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動や、新興国や資源国経済の下振れリスク

など、依然として先行きに不安が残る状況となっております。

このような状況の中、当第２四半期連結累計期間においては、当社グループの主要取引先である大手製造業では、

技術開発投資を継続しており、最先端な技術知識とトレンドに順応出来るテクノロジストの需要は底堅く推移してお

ります。しかしながら、リーマンショック以後、全社的に引き下げられていた契約単価の見直しを行い、契約単価は

前期に比べて大幅増となったものの派遣人員及び稼働率が計画を下回り、加えて当社グループ３社の従業員の処遇改

善で人件費を含む費用が増加いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高1,645百万円（前年同期比1.6％減）、営業損失27百万円

（前年同期は35百万円の営業利益）、経常損失28百万円（前年同期は35百万円の経常利益）、四半期純損失39百万円

（前年同期は22百万円の四半期純利益）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①技術職知財リース事業

建築関連及び自動車関連等の顧客企業からの取引が前年同期より増加したものの、技術職知財リース事業の売上高

は1,587百万円（前年同期比1.8％減）となり、セグメント利益は128百万円（前年同期比29.2％減）となりました。

②一般派遣及びエンジニア派遣事業

情報処理関連の顧客企業からの取引が前年同期より増加した結果、売上高は58百万円（前年同期比6.8％増）とな

り、セグメント利益は７百万円（前年同期比17.8％減）となりました。

（２） キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

２百万円増加（前年同期は18百万円の減少）し、648百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は35百万円（前年同期は１百万円の支出）となりました。これは主に税金等調整

前四半期純損失28百万円、未払金の減少額12百万円、法人税等の支払額10百万円等による資金の減少があったもの

の、未払消費税等の増加額30百万円、賞与引当金の増加額23百万円、売上債権の減少額20百万円等により資金が増

加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は14百万円（前年同期は４百万円の支出）となりました。これは主に子会社株式

の取得による支出12百万円等により資金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、使用した資金は18百万円（前年同期は12百万円の支出）となりました。これは主に株式の発行

による収入10百万円による資金の増加があったものの、短期借入金の減少額20百万円、配当金の支払額８百万円等

により資金が減少したことによるものであります。

（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４） 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,800,000

計 28,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

(平成26年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 8,527,800 8,527,800

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

単元株式数

100株

計 8,527,800 8,527,800 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成26年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日

（注）

178,200 8,527,800 5,180 260,538 5,180 79,935

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

藤本 彰 静岡県菊川市 1,802,100 21.13

藤本 信 東京都豊島区 911,000 10.68

藤本 幸之助 東京都中央区 742,700 8.70

小貝 恭生 愛知県江南市 281,500 3.30

戸塚 大介 東京都江東区 179,500 2.10

藤本商事株式会社 静岡県菊川市青葉台三丁目３－５ 164,800 1.93

ジェイテック従業員持株会 東京都中央区京橋一丁目10－７ 96,200 1.12

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２－10 83,200 0.97

カブドットコム証券株式会社 東京都千代田区大手町一丁目３－２ 77,500 0.90

小島 康行 東京都文京区 73,200 0.85

計 － 4,411,700 51.73

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     2,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,524,500 85,245 －

単元未満株式 普通株式       500 － －

発行済株式総数 8,527,800 － －

総株主の議決権 － 85,245 －

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ジェイテック

東京都中央区京橋

一丁目10番７号

KPP八重洲ビル

2,800 － 2,800 0.03

計 － 2,800 － 2,800 0.03

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 646,003 648,572

売掛金 403,317 383,284

繰延税金資産 36,581 36,581

その他 35,674 40,569

貸倒引当金 △786 △755

流動資産合計 1,120,790 1,108,251

固定資産   

有形固定資産 17,945 18,838

無形固定資産 4,030 5,280

投資その他の資産   

敷金及び保証金 66,654 63,494

その他 20,168 22,629

投資その他の資産合計 86,822 86,123

固定資産合計 108,798 110,242

資産合計 1,229,588 1,218,494

負債の部   

流動負債   

短期借入金 140,000 119,900

未払費用 55,967 63,870

未払法人税等 12,854 13,292

賞与引当金 134,741 158,610

その他 178,193 195,250

流動負債合計 521,756 550,924

固定負債   

退職給付に係る負債 165,292 128,438

その他 4,062 7,105

固定負債合計 169,355 135,544

負債合計 691,112 686,468

純資産の部   

株主資本   

資本金 255,357 260,538

資本剰余金 240,148 245,328

利益剰余金 53,308 45,117

自己株式 △659 △659

株主資本合計 548,154 550,325

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,037 6,616

退職給付に係る調整累計額 △27,966 △25,173

その他の包括利益累計額合計 △22,929 △18,557

新株予約権 460 257

少数株主持分 12,790 －

純資産合計 538,476 532,025

負債純資産合計 1,229,588 1,218,494

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイテック(E05569)

四半期報告書

 7/17



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 1,671,308 1,645,243

売上原価 1,284,908 1,327,943

売上総利益 386,400 317,300

販売費及び一般管理費 ※ 350,691 ※ 344,948

営業利益又は営業損失（△） 35,708 △27,647

営業外収益   

受取利息 5 5

受取配当金 200 193

助成金収入 500 －

その他 13 81

営業外収益合計 720 280

営業外費用   

支払利息 624 940

営業外費用合計 624 940

経常利益又は経常損失（△） 35,803 △28,307

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
35,803 △28,307

法人税、住民税及び事業税 13,398 11,650

法人税等調整額 △2,352 －

法人税等合計 11,045 11,650

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
24,758 △39,958

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1,944 △296

四半期純利益又は四半期純損失（△） 22,813 △39,661
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
24,758 △39,958

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,356 1,579

退職給付に係る調整額 － 2,792

その他の包括利益合計 1,356 4,372

四半期包括利益 26,114 △35,585

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 24,170 △35,289

少数株主に係る四半期包括利益 1,944 △296
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
35,803 △28,307

減価償却費 3,976 3,043

のれん償却額 558 854

受取利息及び受取配当金 △206 △198

支払利息 624 940

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,476 23,869

売上債権の増減額（△は増加） △18,616 20,033

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,658 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 5,756

未払金の増減額（△は減少） 6,170 △12,362

未払費用の増減額（△は減少） △30,973 7,898

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,097 30,131

預り金の増減額（△は減少） 2,172 △521

その他 756 △3,761

小計 15,303 47,374

利息及び配当金の受取額 206 198

利息の支払額 △643 △902

法人税等の支払額 △16,148 △10,867

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,282 35,803

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,168 △1,068

無形固定資産の取得による支出 △2,098 △2,220

子会社株式の取得による支出 － △12,790

敷金及び保証金の差入による支出 △318 △255

敷金及び保証金の回収による収入 203 1,791

その他 － 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,382 △14,538

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,000 △20,100

配当金の支払額 △8,236 △8,262

株式の発行による収入 － 10,157

リース債務の返済による支出 △481 △491

財務活動によるキャッシュ・フロー △12,718 △18,696

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △18,383 2,568

現金及び現金同等物の期首残高 532,881 646,003

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 514,498 ※ 648,572

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイテック(E05569)

四半期報告書

10/17



【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反

映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が39,817千円減少し、利益剰余金が39,817

千円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失

はそれぞれ2,641千円減少しております。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第２四半期連結累計期間において、該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

役員報酬 35,850千円 40,950千円

給与手当 119,329 117,057

賞与引当金繰入額 14,077 18,860

退職給付費用 1,685 1,463

地代家賃 57,262 52,844

減価償却費 3,892 2,688

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金 514,498千円 648,572千円

現金及び現金同等物 514,498 648,572
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 8,346 200 平成25年３月31日 平成25年６月28日 資本剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 8,346 1 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）１
 

技術職知財

リース事業

一般派遣及び

エンジニア

派遣事業

計

売上高      

（１）外部顧客への売上高 1,616,888 54,420 1,671,308 － 1,671,308

（２）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 1,616,888 54,420 1,671,308 － 1,671,308

セグメント利益 181,264 9,460 190,724 △155,016 35,708

（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益の調整額（△155,016千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費用であります。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）１
 

技術職知財

リース事業

一般派遣及び

エンジニア

派遣事業

計

売上高      

（１）外部顧客への売上高 1,587,109 58,134 1,645,243 － 1,645,243

（２）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 1,587,109 58,134 1,645,243 － 1,645,243

セグメント利益又は損失（△） 128,262 7,773 136,036 △163,684 △27,647

（注）１．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額（△163,684千円）の主なものは、親会社本社の管理部門に係る費用

であります。
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（企業結合等関係）

（子会社株式の追加取得）

当社は、平成26年６月19日開催の取締役会において、連結子会社である株式会社エル・ジェイ・エンジニアリングの

株式の18％を追加取得して完全子会社化することを決議し、平成26年７月１日付で同社の株式を株式会社ＬＩＸＩＬよ

り取得いたしました。

１．取引の概要

（１）結合当事企業又は対象となった事業の名称及び当該事業の内容

①結合当事企業の名称

株式会社エル・ジェイ・エンジニアリング

②事業の内容

建築物の設計業務の請負

建築工事の施工管理業務の請負及び受託

労働者派遣事業

（２）企業結合日

平成26年７月１日

（３）企業結合の法的形式

株式取得

（４）結合後企業の名称

変更ありません。

（５）その他取引の概要に関する事項

グループ間の連携を強化し、グループ全体の企業価値の向上を図ることを目的として同社の全株式を取得し、

当社の完全子会社といたしました。

 

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日公表分）に基づき、共通

支配下の取引等のうち、少数株主との取引として処理しております。

 

３．子会社株式の追加取得に関する事項

（１）取得原価及びその内訳

取得の対価　　　現金及び預金　　　　12,790千円

（２）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

重要性が乏しいため記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

(１) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
2円73銭 △4円71銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
22,813 △39,661

普通株主に帰属しない金額　　　　　（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）　　　　　　　　　　（千円）
22,813 △39,661

普通株式の期中平均株式数　　　　　　（株） 8,346,800 8,417,373

(２) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 2円63銭 －

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額　　　　　　　　（千円） － －

普通株式増加数　　　　　　　　　　　（株） 323,200 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であるため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ジェイテック(E05569)

四半期報告書

15/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書  

 

平成26年11月14日

株 式 会 社 ジ ェ イ テ ッ ク

取 締 役 会 御 中

 

京 都 監 査 法 人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 若  山  聡  満   印

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 齋  藤  勝  彦   印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェイ

テックの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日か

ら平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェイテック及び連結子会社の平成26年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以   上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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